
令和４年度第２回明石市文化財保護審議会次第 

                 

        日時：2023年（令和５年）２月20日（月）午後３時30分～４時30分 

場所：明石市立文化博物館 １階小展示室 

 

１．開会 

 

２．議事 

 

（１） 指定文化財候補物件について（審議及び答申案の検討） 

     ・旧大久保本陣母屋 

     ・弁財船模型 

     ・中崎公会堂 

 

（２） その他 

     ・今後の流れ 

 

３．閉会 





 

 

 

2023年(令和５年)２月20日 

 

明石市長  泉  房 穂 様 

 

明石市文化財保護審議会 

会 長  冷 泉  為 人 

  

明石市指定有形文化財への指定について（答申）（案） 

 

 令和５年１月12日付け明文ス第1268号で諮問のありました標記の件について、下記の

とおり答申します。 

 

記 

 

 諮問のあった明石市指定有形文化財の指定については、別記の内容で市指定とすること

を妥当と認めます。 

以上 
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記 

１ 対象文化財 

（１）名 称  旧大久保本陣母屋 

所在地  明石市大久保町西脇412 

所有者  西光寺 

時 代  江戸時代 

形 状  木造厨子二階建、妻入 

間口12.77ｍ、奥行12.79ｍ 

屋根 切妻桟瓦葺 

内部 土間、10畳の間、上段の間（12畳） 

   

概 要   大久保本陣は現在の大久保町大久保町、旧西国街道沿いにあった建

物である。大久保町に本陣が設けられたのは、播磨国領主池田輝政の

頃の慶長5～18年（1600～1613）で、江戸時代には西国街道は大名の

参勤交代などで賑わい、第 6 代明石藩主松平信之のころの記録には、

「本陣 安藤助太夫」との表記が見られる。明治3年（1870）に本陣

や脇本陣が廃止され、本陣は村役場になり、明治 45 年（1912）に取

り壊され、門は東東光寺、母屋は西脇の西光寺に移築されたと伝わる。 

西光寺の庫裏は、木造厨子二階建である。屋根や内部は改変が加え

られているが、基本的な構造軸組と空間構成は江戸時代の様式が残さ

れている。特に、上段の間は 12 畳あり、床の間を設けている。通常

の本陣の上段の間は8～10畳であるが、それらより規模が大きく、ま

た、欄間の格子も武家好みの意匠となっている。  

江戸時代の本陣母屋の姿を示すものとして文化財的価値が高い。 
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   西光寺山門 

   西光寺庫裏 

   西光寺庫裏 
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  西光寺庫裏 

  西光寺上段の間 

  西光寺欄間 
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（２）名 称  弁財船（イサバ）模型 

所在地  明石市二見町東二見1323 

所有者  御厨神社 

時 代  江戸時代（天保年間） 

形 状  全長 208㎝  幅 65㎝  高さ 25㎝ 

     船底裏に奉納者名と奉納時期有 

概 要   天保６年（1835）６月に明石市東二見村と西二見村の船持ちたちに

よって御厨神社に奉納された弁財船（イサバ）模型である。船底裏側

に奉納者や製作者の名および奉納時期が記されており、全体的に当時

の形がよく伝えられている。 

      とくに船首部分は残りが良く、小廻船の特徴であるミヨシと馬乗立

の部分が二股になる特徴をもち、ミヨシと馬乗立の間には飾り彫板

（梅等の模様）がついている。 

本奉納模型は、大型弁財船（千石船）にはない、全国でも数少ない

小廻船（イサバ）の特徴を有し、奉納年代も「天保六年（1835）六月」

と相対的に古い。 

このタイプの船は基本的に魚類や薪等の荷物を運んだ船であるが、

大坂から金毘羅参りの客も運んでいたと考えられる。大坂には二見出

身の旅籠屋があり、客の運搬には、二見の船が使われていた。 

瀬戸内海の小廻船の活躍を伝える資料として、文化財的価値が高い。 

     

 底部刻書 

        奉納 御宝前 海上安全 

          天保六年乙未六月吉祥日 

        願主 東二見西之町 

            天神丸 平のや清蔵 

            天社丸 平のや清右衛門 

            天徳丸 かしは屋弥兵衛 

           西二見西之町 

            明徳丸 嘉十郎 

        大坂堺筋長堀橋南詰鰻谷東口江入 

        大工 はりまや清兵衛 
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 御厨神社船模型 

 御厨神社船模型 
 

 御厨神社船模型 
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 御厨神社船模型船底刻字 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 御厨神社船模型船底刻字 
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（３）名 称  中崎公会堂 

所在地  明石市相生町１丁目119番19 

所有者  明石市 

時 代  明治時代 

形 状  木造平屋建（桁行12間半、梁行8間） 

     平入り唐破風玄関付 

     入母屋桟瓦葺 

     建築面積 499.33㎡ 

概 要   明治44年（1911）４月に、白砂青松の地である中崎遊園地に建てら

れた明石市内に残る最古の公共施設である。設計と監督は明石郡出身

で当時奈良県技師であった加護谷祐太郎氏が手掛けた。奈良・鎌倉時

代の寺院建築様式を取り入れた建物で、小屋組に木造トラス構造を採

用して大規模な大広間を構築している。玄関は唐破風の屋根をもち、

角柱はエンタシスになっている。天井は二重折上格天井であり、東面

に床の間、違い棚、書院を設け、書院には装飾的な花頭窓を設ける。 

昭和 57 年（1982）に改修を行っているが、建築当時の姿に整備さ

れ、その後の阪神・淡路大震災でもほとんど被害がなく、現在に至っ

ている。 

明治 44 年（1911）8 月 13 日の杮落しの講演会で、当時朝日新聞に

勤めていた夏目漱石が講演をして以来、数々の著名人による講演会が

開催され、現在では、市民の集会所や剣道・柔道などの武道場として

広く市民に活用されている。 

本建築は、明治 36 年（1903）に建てられた奈良県公会堂と共通す

るもので、加護谷がこれを範としたと見られ、この公会堂よりも後の

大正元年（1912）に竣工した加東市明治館とも構造、意匠が共通して

いる。 

様々な時代の様式を巧みに組み合わせ、細部に意匠を凝らした本建

築は、明治後半期を代表する近代和風建築として文化財的価値が高い。 
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    中崎公会堂全景 

 

    中崎公会堂正面 

   中崎公会堂内部 
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指定文化財候補物件について（今後の流れ） 

 

１．明石市文化財保護審議会における指定を妥当とする旨の答申 

 

 

２．答申を受けて、指定する旨を市長まで確認（市長決裁） 

 

 

３．指定の告示 

  指定書の交付 

  情報提供（記者発表資料の作成） 

 

 

４．市教育委員会へ指定の報告 

 

 

５．国登録文化財解除手続き（中崎公会堂） 
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